






















































A  Study of  Curriculum Development  of  Practical Seminar for 


































































































































平成25年３月 ３３人 １１人 ２１人 １人 34%
平成26年３月 ５２人 　９人 ４３人 ０人 17%
平成27年３月 ３２人 ７人 ２２人 ３人 24%
平成28年３月 ２７人 ９人 １８人 ０人 33%



















































































































































































































































































































































































































































































































































































Ａ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3.94
Ｂ 4 4 4 3 4 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3.88
Ｃ 4 4 4 3 4 4 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3.82
Ｄ 4 4 4 4 4 4 3 4 4 3 3 4 3 4 3 4 4 3.71
Ｅ 4 4 4 4 4 4 3 4 4 3 4 4 3 4 3 4 3 3.71
Ｆ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4 3 3 4 3 3 3 3.65
Ｇ 4 4 4 3 3 4 3 4 4 3 4 3 4 4 4 3 3 3.59
Ｈ 4 3 4 3 4 3 3 4 4 4 3 4 2 4 4 4 3 3.53
Ｉ 3 4 4 4 4 4 3 4 4 3 3 3 4 3 3 3 2 3.41
Ｊ 3 4 3 3 3 4 4 3 4 4 4 3 3 4 3 3 3 3.41
Ｋ 4 4 4 3 4 4 4 4 4 3 2 4 2 3 3 2 4 3.41
Ｌ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 3 2 3 3 3 2 3.41
Ｍ 4 3 3 3 4 4 4 3 4 3 3 3 4 3 3 3 3 3.35
Ｎ 4 3 3 2 4 4 4 4 3 4 3 3 3 3 3 3 3 3.29
Ｏ 3 4 4 4 3 4 3 4 4 3 2 3 3 3 3 3 3 3.29
Ｐ 4 4 4 3 3 4 4 3 3 2 4 2 3 3 3 3 2 3.18
Ｑ 4 3 4 3 4 4 4 4 2 3 2 3 3 2 2 3 3 3.12
Ｒ 3 3 4 4 3 4 3 3 4 3 3 3 2 2 3 3 3 3.12
Ｓ 4 3 3 3 4 4 3 4 4 2 3 2 3 2 3 3 3 3.12
Ｔ 4 3 3 3 4 2 3 4 2 3 2 4 2 2 3 2 2 2.82
Ｕ 4 4 4 3 4 3 3 4 4 3 2 1 1 1 1 3 1 2.71
Ｖ 3 3 2 3 4 3 2 3 2 2 2 2 2 3 2 3 2 2.53
Ｗ 3 2 3 2 2 4 3 2 2 2 2 1 1 2 2 1 2 2.12












































































































































平成24年度 337人 83人（２４．６％） 33人 10人（３０．３％）
平成25年度 339人 61人（１８．０％） 52人 13人（２５．０％）
平成26年度 292人 70人（２４．０％） 32人 15人（４６．９％）
平成27年度 268人 73人（２７．２％） 27人 11人（４０．７％）
平成28年度 304人 81人（２６．６％） 22人 10人（４５．５％）
表5　カリキュラム等の概要





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































27） 大村はま『灯し続けることば』2004  小学館
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生たちを紹介した図書の抜粋）28）を配布し、
文の内容整理、教員の使命感、責任感、教
育的愛情等について、５～８行程度で整理
してくる課題（ワークシート）を課す。
② 当日の授業では、グループごとに、①の課
題（ワークシート）をもとに話し合いをさ
せる。
③ グループで出た考えを発表しあう。
　 　学生のアンケート調査では、授業Ａ及び
授業Ｂの結果は次のとおりである（図10）。
　アンケート調査によると、授業Ｂの方が、
教師としての使命感・責任感等について考え
ることができたとする学生の割合が高くなっ
ている。「教材の選定」「ワークシートによる
予習」「グループ討議の進め方」等の観点から、
より効果的な授業を検討していく必要があ
る。「教材の選定」が鍵を握っていると思わ
れる。
　次に、 (2) 「ビブリオ・バトル」については、
平成26年度以来、三年目の取組となり、「有意
義であった」と肯定的な回答をする学生（④
と③の計）が１９人（82.6%）と多かった（図
11）。自由記述からも＜読書の楽しみを味わ
う＞＜人に伝えることの楽しさと難しさを体
験する＞＜読書体験を開示しあうことによ
り、友達とのつながりを深める＞等のねらい
が達成できていることが分かる（図12）。
　次に、(3) 「現職教員による講話」について
は、平成26年度以来、三回目となる。
　公立中学校・特別支援学校教員として働い
ている卒業生を招いた。使命感、責任感、教
育的愛情、生徒理解、教科等に関する専門的
な知識・技能等、教員として求められる資質・
能力を十分に備えた現職教員であり、20代で
学生たちとも年齢が近いことから、大きな刺
激を受けていた。学生アンケート調査結果
は、図13のとおりであり、肯定的な評価が23
人（100％）と、有益であったことが分かる。
図11
○読んでみたい本と出会い、友達の人柄が分かるなど有意義であった。
　　　④　１２人　③　７人　②　１人　①　２人
○教師になった場合、実践してみたい授業方法を学ぶことができた。
　　　④　　７人　③　　７人　　②　　８人　　①　０人
（「教職実践演習」履修学生対象「アンケート調査」　平成29年1月12日実施より）
28） 梨木　昭平『教職実践演習　ロールプレイ・ロー
ルレタリング対応』2012年5月　大学教育出版
図12
・他の人の意見を聞くと、自分の価値観が変わるので、とても良いと思った。
・読んだ本がとても面白く良かった。他にも読んでみたい本が多くあった。
・皆本を紹介するのがうまくて、皆の本を読んでみたいと思いました。
・意外にも有意義な授業となった。実際に紹介された本を自分で買って読んだ。
・すごく楽しかった。2回位ビブリオバトルをやりたかった。
・自分が選ばないような本を紹介してもらえて、とても楽しかったし、読んでみたいと思った。
・ 久々に読書した。この本の面白さをどうしたら伝えることができるか、真剣に悩むことができ
た。良い経験になった。
・僕自身本はあまり好きではないからこそ、授業で取り組みたいと思いました。
・自分の意見や知っていることを皆に伝えることの気持ちよさを感じることができた。
・他の人がどのような本に興味を持っているか、また、どんな視点で本を読むか参考になった。
・皆を自分のプレゼンで食いつかせることができたので良かった。
（「教職実践演習」履修学生対象「アンケート調査」　平成29年1月12日実施より）
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　次に、(4) 平成25年度（初年度）から継続
している「学校訪問（実地調査（フィールド
ワーク））」であるが、大学からほど近いとこ
ろにある専門高校を訪問し、校長・副校長・
農場長等から学校経営方針、特色ある教育活
動等について話を伺い、授業を参観した。普
通科高校卒業者が多い学生たちにとって有意
義な経験であったことが伺える（図14）。
　「教職実践演習」においては、教師として
の基盤となる資質・能力を「課題を発見する、
情報を収集・整理する、表現する力」である
と押さえ、その訓練を重視した。そのため
に、前述したとおり（Ⅵ３）、平成26年度以降、
普段ほとんどの学生が使用しないノート（Ａ
４サイズ方眼ノート）を全員に持たせ、毎時
間、配布資料を貼り、教師や学生の発表内容
や自分の疑問、コメント等を記録させる指導
を行ってきた。学生たちの自己評価は次のと
おりである（図15）。
　「有意義であった」とする学生（④と③の計）
は15人（65.2%）であり、「論理的な思考力を高
めることができた」とする学生は18人（78.2%）
であった。肯定的評価もある反面、ノートテ
イキングの方法に関する綿密な指導と形成的
評価、授業外における学修時間の確保が困難
であること等、課題は多い。
　最後の授業において、自らの学修への取組
等を振り返ることをねらいとしたアンケート
調査を実施した。結果は、図16のとおりであ
る。
　２の「教職実践演習」は総合的に判断して、
自分にとって有益であったか、という問いに
対して「有益であった」とする者が、「ア　強
くそう思う」「イ　そう思う」を合計すると、
23人（100%）となり、履修学生全員が一定の
満足度を感じていたことが分かる。一般企業
への就職希望者が相当数にのぼるとの推測か
ら、３でウ・エを選択する学生を想定し、そ
の理由を問うため、「教員以外の仕事に就くこ
とにしたため、授業内容に興味・関心を持て
なかった。」「進路が未決定で、就職活動のた
め集中できなかった。」等の選択肢を用意し
ておいたが、これらを選択した学生は皆無で
図14
○専門高校の教育内容等を知ることができ有意義であった。
　　　④　１３人　③　　８人　　②　　０人　　①　　０人
○専門高校に学ぶ高校生の様子が分かり有意義であった。
　　　④　１０人　③　１０人　②　　１人　　①　　０人
（「教職実践演習」履修学生対象「アンケート調査」　平成29年1月12日実施より）
図15
○学びの記録、情報収集・整理、関係資料等の一括管理等の点で有意義であった。
　　　④　６人　　③　９人　②　８人　①　０人
○論理的な思考力を高めることができた。
　　　④　２人　③　１６人　②　５人　①　０人
（「教職実践演習」履修学生対象「アンケート調査」　平成29年1月12日実施より）
図13
○教師の生きがいや使命感について理解を深めることができた。
　　　④　１３人　③　１０人　②　０人　　①　０人
○教育的愛情とは何か考えを深めることができた。
　　　④　１２人　③　１１人　②　０人　①　０人
（「教職実践演習」履修学生対象「アンケート調査」　平成29年1月12日実施より）
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あった。
　また、教育関係就職者は、表１のとおり、
６人（27.3％）であるが、アンケート調査結
果からは「ア　近い将来教員になることを
強く希望している」「イ　将来、できれば教員
になりたいと希望している」を合わせると16
名（70％）いることから、民間企業への就職
を決めながらも、心のどこかでは教職への思
いを温めている学生が少なくないと考えられ
る。また、授業への取組も、全員が肯定的な
回答（熱心に取り組んだ）をしている。
Ⅷ　まとめ
　開放制のもとで教職課程を設置し、教員養
成を行っている本学経営学部における、四年
生後期の必修科目「教職実践演習」のシラバ
ス開発・実施についての基本的な考え方と取
組の経緯を整理した。
　開講一年目には、外部講師による講話、学
校訪問、応接マナー、レクリエーションの企
画・実施等幅広い領域を包含する内容となっ
ており、教師として必要な最低限の資質・能
力をほぼ網羅するよう意図したものであっ
た。ただし、教員としての資質・能力の中で
中核的な位置を占める教科指導力の向上を図
る教育内容は含まれていなかった。しかしな
がら、「教職実践演習」は、総合的に判断して
自分にとって「有益であった」とする学生は
「強くそう思う」（21人（49%））「そう思う」（20
人（43％））となっており、合わせて43人中
41人（95％）が肯定的な回答をしている。
　これは、教職のみならず一般企業等への就
職者にも必要とされる資質・能力の育成を念
頭においたシラバスであったためであると推
測される。
　開講四年目となる平成28年度は、「有益で
あった」とする学生は、「強くそう思う」（15人
(65%)）「そう思う」（８人（35％））で、合わせ
ると23人中23人（100％）が肯定的な回答を
している。開講二年目以降、「専門的な知識・
技能（とりわけ、教科指導力）」を高める探
求力を身に着けることを重視して、取り組み、
開講四年目に、教育実習を経験した上での
学生一人一人の課題意識を踏まえた個人研究
発表を中心的なメニューとした。学生たちの
取組は極めて良好であり、最初に発表した学
生の研究内容の水準が高かったことが刺激と
なり、少しでもより良い発表とするよう互い
に切磋琢磨する雰囲気すら感じたほどであっ
た。指導に当たった教員の評価は、学生たち
の自己評価と一致している。
　次に、四年生後期に「課題研究」や「ビブ
図16
１　将来の進路選択について、現在の気持ちに近いものはどれか。
　　　ア　近い将来教員になることを強く希望している。
　　　　　（教員になることが決定しているを含む）　　　　　　　　６人
　　　イ　将来、できれば教員になりたいと希望している。　　　１０人
　　　ウ　教員になりたいという気持ちはあまりない。　　　　　　５人
　　　エ　教員になりたいという気持ちは全くない。　　　　　　　０人
　　　オ　未記入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２人
２　「教職実践演習」は総合的に判断して、自分にとって有益であったか。
　　　ア　強くそう思う　　　　　１５人
　　　イ　そう思う　　　　　　　　８人
　　　ウ　あまりそう思わない　　　０人
　　　エ　そう思わない　　　　　　０人
３　自分は、総合的に判断して授業に熱心に取り組んだ。
　　　ア　強くそう思う　　　　　　３人
　　　イ　そう思う　　　　　　　２０人
　　　ウ　あまりそう思わない　　　０人
　　　エ　そう思わない　　　　　　０人
（「教職実践演習」履修学生対象「アンケート調査」平成29年1月12日実施より)
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リオバトル」等を課すことが、学生への負担
にならないかということについて触れる。
　課題研究のための文献収集・整理、ビブリ
オバトルのための読書と事前準備のためのレ
ポート作成等、学生は一定時間の学修をしな
ければならない。このことについては、第一
回のオリエンテーションにおいて、＜教師に
なれば、授業をし、学級経営をし、分掌業務
をこなし、部活動指導をする等、同時に数本
の仕事をこなしていくことが必要になる。卒
業研究で忙しい時期になるが、見通しを持っ
て、複数の課題をやり遂げる練習だと思って
取り組もう＞と話している。
　学生のアンケート調査では、「卒業研究、課
題研究、ビブリオバトルに取り組まなければ
ならないので集中できなかった。」とのコメ
ントが３件あった。しかしながら、前述した
ように、卒業研究を行う学生が集団の半数以
下であること、大学設置基準においては、１
コマの授業について予習・復習がそれぞれ2
時間程度想定されていること、３つの課題を
大半の学生はこなしていること、また、教職
課程を設置する大学として、教員として必要
最低限の資質・能力を備えた学生を社会に送
り出す使命があること等を踏まえ、今後とも、
学生一人一人の課題意識に基づく「課題研究
発表」を「教職実践演習」の核となるメニュー
として位置付けていく予定である。
　このほか、(1) ～ (4)のメニューについては、
以下のとおりである。
(1) 「教師としての使命感・教育的愛情等」
　　開講三年目の平成26年度から、大村はま
の言葉を教材として授業を組み立ててきた。
平成28年度の実践では、「教師としての使命
感・教育的愛情」についての深い理解を促す
ことを直接的なねらいとする授業に二時間を
充てた。文章教材を用いて授業を展開する場
合には、「教材の選定」「ワークシートによる予
習」「グループ討議の進め方」等、様々な観点
から、より効果的な授業を検討していく必要
がある。「道徳」が「特別の教科」として性
格を改めるのに伴い、徳目を教えることから、
議論により考え方を深めることに重点を移し
つつあるように、教師としての使命感・教育
的愛情について授業を組み立てる際に、具体
的な場面を設定する中で、教師としての判断
を問うような授業デザインを構想していく必
要がある。教材の選定が鍵を握っていること
から、文章教材に限定せず、映像教材等も取
り上げることが今後の課題である。
　なお、現役教員である卒業生の講話の中か
らも、教員の使命感や教育的愛情について学
ぶところが大きいことが学生対象の授業アン
ケート結果から窺われることにも留意してい
きたい。
(2) 「ビブリオ・バトル」
　2007年に京都大学の谷口教授が始めたとさ
れるビブリオバトルは、「人を通して本を知
り，本を通して人を知る」をキャッチフレー
ズとしている。教員として本に親しむことは、
教科指導力を高める上で必要不可欠であるば
かりでなく、適時適切に生徒たち本を紹介す
ることは、子ども読書活動推進法に言及する
までもなく、欠くことの出来ない教員として
の基本的な資質・能力である。
　また、本を紹介することは、紹介者である
学生が自己開示をすることでもあり、そこに
深いコミュニケーションが形成される。そう
した意味で、平成24年度まで四年生後期に開
講していた「事前事後指導」における取組と
共通するねらいを持っている。学生による評
価は極めて高く好評である(図11)。
　「ビブリオ・バトル」の成否は、事前の準
備にかかっている。発表原稿の中には、ホー
ムページを写したものも見受けられたが、大
方の学生の取組は良好であった。今後ともき
め細かな指導を重ねていきたい。
(3) 「学校訪問（実地調査（フィールドワーク）」
　大学からほど近いところにある専門高校を
訪問し、校長・副校長・農場長等から学校経
営方針、特色ある教育活動等について話を伺
い、授業を参観した。視察の最後に質疑応答
の時間を設定し、学生と校長や関係職員との
対話を促した。学生の大半が普通科高校卒業
者であり、専門高校の教育内容について知る
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とともに、学んでいる生徒たちの様子や充実
した施設・設備を直に視察することは、有意
義な経験であったことが伺える(図14)。今後
とも地域の教育資源を十分活用したい。
(4) 「現職教員による講話」
　公立中学校・高等学校・特別支援学校教員
として働いている卒業生を招き、教師をめざ
した動機、仕事の内容、仕事の喜び等につい
て語っていただいた。使命感、責任感、教育
的愛情、生徒理解、教科等に関する専門的な
知識・技能等、教員として求められる資質・
能力を十分に備えた現職教員であり、学生た
ちとも年齢が近いことから大きな刺激を受け
ていた。講話の後、数多くの質問が寄せられ
た。講師経験を重ねながら夢を実現した卒業
生も多く、不安を抱える学生たちにとって有
益であったことが、アンケート調査結果から
窺える(図13)。高校生までの段階で学習習慣
が十分身についていない学生が多いことが課
題であることは既に触れた。そうした意味で、
同様の課題を抱えていた先輩が生活習慣を変
える中で能力を高め、目標を達成していった
ことを知ることは、他に替えることのできな
い教材であり、今後とも、「現職教員による講
話」を継続したい。
(5) 「プレゼンテーション」
　プレゼンテーションへの取組を振り返る
と、次のような経緯をたどっている。
　「事前事後指導」として開講していた平成
24年度は、学生自身による自己開示を重視し
た。平成25年度（「教職実践演習」一年目）は、
教師として必要な知識・技能等を講義及び演
習方式で修得するシラバスとし、学生による
プレゼンテーションは取り入れなかった。学
校現場の一線で教育に当たっている教員や総
合教育センター指導主事等の経験豊富な講師
による講話や演習は、全体的に学生の評価が
高かったが、学生アンケート調査の中に見ら
れた「大学生がテーマを決めて授業を行うと
いう取組も良い」「聞くばかりでなく、もっと
周りが参加するような形のものを増やした方
がいい」「教育実習での体験談、教育実習でぶ
つかった壁や苦労したことをどう工夫して乗
り越えたか、パワーポイントなどを使用して
発表する。（3件）」等の評価を踏まえ、平成
26年度（二年目）は、教師に求められる資質・
能力の核となる力は何かに立ち返り、「ミニ模
擬授業」を導入した。その際、教員がミニ模
擬授業のテーマを与えつつ、学生自身の伝え
たいという思いを尊重し、テーマ設定につい
ては幅を持たせる取組を行った。平成27年度
（三年目）は、教員が体育理論に関する模擬
授業のテーマを与え、グループ学習により取
り組ませた。そして、平成28年度（四年目）は、
学生一人一人が教育実習で発見した課題に基
づく個人研究を行い、成果を発表することを
核に据えた。本実践は、学生一人一人の課題
意識に基づく研究であり、自分ごととしての
学びを求めることができることから、「教師に
求められる資質・能力」の育成という、「教職
実践演習」の趣旨に合致する取組であるとい
える。個人研究に当たっての留意事項の徹底、
発表前の事前指導等、教員による粘り強い指
導が成否の鍵である。学生の取組は良好であ
り、友人の発表から得るものも大きい。「頑
張って調べてきたことで、興味深い内容でも
あったので、もっと共有したかった」とする
コメントもある（図８・図９）。こうした課
題を克服しながら、今後も継続したい。
Ⅷ　今後の課題
　今後の取組において、引き続き継続して取
り組む事項（(1)）、改善が必要な事項（(2) ～
(4)）、その他の課題（(5)）を整理する。
(1) 受講にあたり、学生に求めている事項
　卒業後の教員就職者が２５％程度であり、
民間企業等への就職者が四人中三人という学
習集団であることはⅠで触れたが、授業の第
一回（オリエンテーション）において、学生
たちに「教職実践演習」の趣旨を丁寧に説明
し、「たとえ、教職に就くことが第一希望では
ないにしても、教育職員免許状を取得するこ
とを希望するのであれば、教員として最低限
必要とされる力（資質・能力）を身に付ける
べく真剣に取り組んでもらいたい。私たちも
一生懸命指導する。」と伝えている。そして、
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「教職実践演習」の単位を修得するためには、
次の二つの要件を満たすことが必要であるこ
とを説明する。
ア　履修成立要件を満たしている。
　皆出席を原則とする。
イ 　受講態度、発表内容、提出物の内容が満
足できる水準である。
　初年度の平成25年度については、アの要件
を満たすことができず単位不認定の学生が若
干名いたが、ア・イの指導を一層徹底するこ
とにより、平成26年度以降平成28年度に至る
まで、履修登録したすべての学生が科目の趣
旨を理解し、ア・イを満たし単位を修得して
いる。本学学生の多くが四年生後期まで就職
活動をしており、当面民間企業等での就労を
希望する学生が多い実態を踏まえると、厳し
い要求水準となっているが、教員の質の向上
が喫緊の課題であることを踏まえ、今後とも
高い要求水準を学生には求めていく予定であ
る。
(2)  『履修カルテ』の活用
　「教職実践演習」の履修においては、『履修
カルテ』の作成及び活用が求められている。
本学では、『履修カルテ』を紙媒体で用意し、
学生に半期ごとに必要事項を記入させてい
る。また、半期ごとに提出させ、指導講評を
教員が記入し返却するなどして、履修指導を
行っている。学生が自分の学修を振り返り、
自己の課題を整理する上で一定の効果はある
が、今後は、「教職実践演習」等の授業の中で
活用を図ることが課題である。米沢等の調査
によると、「教職実践演習や履修カルテについ
ての学生の理解が深まっている」「履修カルテ
は利活用しやすい」と回答する教職員は、い
ずれも全体の51.4％に留まっている29）。学生
本人を対象とする調査ではなく、教職員によ
る評価となっているが、本学においても、『履
修カルテ』の活用の在り方は、今後の課題で
ある。
　『履修カルテ』の中の「自己評価シート」
については、文部科学省が示したモデルを参
考にしているが30）、学生が生徒と直に接し指
導する体験が必要な内容が１～３年次の自己
評価項目に含まれていることは、教員養成学
部でない本学経営学部では、若干の調整が必
要である。また、『教育実習ノート』にも「自
己評価シート」を設けているが、その表現の
抽象度が高いのに対して、『履修カルテ』の表
現は具体的で、自己点検しやすいものとなっ
ている。「教職実践演習」では、『履修カルテ』
を活用することが求められていることを踏ま
え、二種類の「自己評価シート」の整合性や
一体化について検討する必要がある。
(3)  履修学生数の変動に対応した学習集団の
編成
　平成18年答申では、「教職実践演習」の適正
規模を20名程度としていることを踏まえ、30
～ 50名余の履修者に対して、複数（2名）の
教員で対応してきた。
　平成28年度のシラバスを今後継続して実施
し、学生一人当たりの課題研究・発表及び質
疑の時間を20分程度確保するためには、今後
とも、年度によっては、あるいは、教育内容
によっては学習集団を複数とすることが必要
になる。平成27年度には、履修学生が多く、
個人による模擬授業では時間を確保できない
ことから、4人グループによる教材研究・模
擬授業の形態を採用したが、前述したように、
フリーライダーを防止することは容易ではな
いことが分かった。こうしたことから、今後
とも複数の教員による指導体制を維持すると
ともに、課題研究・発表においては、学習集
団を臨機応変に調整していくことが求められ
る。
(4)  教科に関する科目担当教員と教職に関す
29） 米沢崇・久保研二・宮木秀雄「教員養成の質保
証に向けた教職実践演習のモデル開発に関する
研究(1)　～大学教員と事務職員を対象とした
調査の結果を中心に～」『学校教育実践学研究』
2016　第22巻
30） 文部科学省初等中等教育局教職員課による平成
21年7月1日付け事務連絡「教職実践演習におけ
る履修カルテの作成・活用例にいて」に添付さ
れた自己評価シートを参考にして作成してい
る。
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る科目担当教員の連携・協働による授業
の実施
　平成25年度から平成28年度まで、主として、
教職に関する科目を担当する教員が「教職実
践演習」を担当してきた。課題研究において、
教科の専門的な指導に関する教育内容を取り
扱う場合には、教科に関する科目を担当する
教員が指導に参画することが考えられる。た
だし、平成28年11月改訂の教育職員免許法で
は、教科に関する科目と教職に関する科目の
区分を撤廃することとしている。法改正の趣
旨を踏まえたカリキュラム開発を踏まえつ
つ、担当教員の在り方についても検討してい
く必要がある。
(5)  シラバス
　『内外教育』（第6560号）では、平成28年答
申の中で、教員養成が「教員となる際に必要
な最低限の基礎的・基盤的な学修」を行う段
階であるとして、教職課程が質保証と向上を
強く求められていることを確認しつつ、かつ
ての教職課程の「教育課程論」の授業で柳田
國男などによる民俗学の成果を踏まえて民衆
カリキュラムや子どもの社会史を講じていた
ことや「教育方法」の授業で演劇の実技を専
ら取り上げ、対人関係場面での身体表現法
を指導していた等を例示して、「これこそが大
学の授業だという実感を得ることができた。
31）」」としている。
　平成24年度の「事前事後指導」（四年後期・
２単位・必修科目）においては、信頼され
る教師に求められる資質・能力の主要な要素
を「自己開示」する資質・能力であると考え、
これまで最も感銘を受けた体験をとおして生
徒に伝えたいこと、及び言葉の杖（自分を支
える言葉）を発表させた。これは、教師とし
ての基本的な資質・能力を踏まえると妥当な
実践であったと考えている。
　今後は、「教師として求められる資質・能力」
及び学生の実態を踏まえながら、一層弾力的
に「教職実践演習」の教育内容・教育方法を
デザインしていくことも課題である。
(6) 外部の教育機関等との連携
　平成18年答申では、「教科に関する科目、教
職に関する科目の知見を総合的に結集すると
ともに、学校現場の視点を取り入れながら、
その内容を組み立てていくことが重要であ
る」としている32）。
　米沢等の調査によると、現職教員を全く招
いていない大学が74.3%、関連機関の職員を
招いていない大学が92.1％となっている33）が、
本学では現職教員や関連機関（静岡県総合教
育センター）職員を招いてきた。一方、「教科
に関する科目、教職に関する科目の知見を総
合的に結集する」という点では、今後、「教科
に関する科目」の担当者の参画について検討
する必要がある。
　また、主な授業形式として、現地調査
（フィールドワーク）が平成18年答申の中で
示されているが、米沢等の調査では、「現地調
査先や実務実習先を確保できている」と回答
する大学は43.6％であるのに対して、本学で
は毎年度、地域の高等学校の協力を得て実施
することができている。今後とも継続して実
施したい。
(7) ノート作成指導
　「探求力」や「生涯にわたって学び続ける力」
を修得することをねらいとし、教育内容につ
いて工夫改善を重ねてきたが、合わせて、教
育方法についても留意してきた。
　一つの試みが、ノートを作成する指導で
あった。授業の中で得られた知識を整理する。
その中で生まれてきた疑問や発見を記録す
る。疑問や発見について自ら調べたことや学
んだことを整理する。こうした作業を、一冊
のノートで行うことを指導したが、ノート作
31） 「ラウンジ　大学は教員養成工場か」『内外教育』
2017・2・７　第6560号  時事通信社
32） 中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度の
在り方について（答申）」2006年7月
33） 米沢崇・久保研二・宮木秀雄「教員養成の質保
証に向けた教職実践演習のモデル開発に関する
研究(1)　～大学教員と事務職員を対象とした
調査の結果を中心に～」『学校教育実践学研究』
2016　第22巻
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成の時間を授業の中では確保できなかったこ
と、中間段階での提出と記載事項の確認指導、
すなわち形成的評価を十分実施することがで
きなかったことが課題である。ノート作成が
有意義であるとする学生は65％程度に留まっ
ている（図15）。
　しかしながら、学生アンケートの中には「授
業が終わる度に、ノートに書き込み、作成し、
とても有意義な授業を受講することができ
た。」「ノートにまとめることで、自分だけの
教科書みたいなのができて良かった。」等肯
定的な記述が少なからずある。ノート指導に
ついては、社会人としての知的生産の技術と
もいえるので、よりよい指導の在り方を模索
しながら継続して指導したい。
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